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ロータリーは機会の扉を開く
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国際ロータリー会長
ホルガー・クナーク

　　会　　長　川畑　宏二
　　幹　　事　菊永　昭二郎
会報雑誌委員長　天本　美信

◆例会場　〒892-0828　鹿児島市金生町3-1 山形屋7Ｆ 社交室　　毎週水曜日 12:30～13:30
◆事務所　〒892-0828　鹿児島市金生町3-13 - 5Ｆ TEL：099-223-5902 FAX：099-223-7507

　新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）は、
インターネットが普及期に入ってから人類が初め
て経験する世界規模のパンデミックです。高度情
報化社会においては、直接の感染被害だけではな
く「情報パンデミック」とでもいえる不確実で信
頼性の低い情報の拡散や、コンピュータ・ウイルス
によるプログラムの誤作動による異常値出力など、
データが二次被害を増幅しやすくなっています。　
　デロイト・トーマツコンサルティングによる
と、スペイン風邪が蔓延した時期（１９１８～２０年）
の情報伝達力を１とすると、２００３年の重症急性呼
吸器症候群（ＳＡＲＳ）流行時が２万、２００９年の新型
インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）流行時が１７万、そして
ＣＯＶＩＤ－１９が発生した今日では１５０万倍と試算さ
れています。　
　ソーシャルネットワークやクラウドは現代社会
に欠かせない情報インフラとなり、リアルタイム
で大量の情報が集り、とりわけ災害時などの緊急
時には従来のメディアにはない力を発揮します。
しかし、そこにノイズ情報がまぎれこむと途端に
利便性から脅威へと機能は狂いだします。　
　ロータリー草創期には、１９１１年のポートランド
大会で、フランク・コリンズやアーサー・シェルドン
がロータリー標語の原型を発表し、翌年、全米
ロータリー連合会から国際ロータリー連合会へ改称
されて組織が拡大してゆきます。ポール・ハリスは
「Ｔｈｅ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｒｏｔａｒｉａｎ」（１９１２年７月号）の中で、
ロータリー精神とは（“Ｗｈａｔ　ｉｓ　Ｒｏｔａｒｉａｎｉｓｍ？“）の
問いに対し、当時の多様な会員を意識し「世界に

６千人のロータリアンがいれば、６千通りの答え
があります。簡潔な言葉の定義が一般的に受け入
れられたとしても、それぞれが自分なりの解釈と
概念をもっています。言葉では、いくら長々と説
明してもロータリアン精神をつかむことはできま
せん。」と述べています。　
　ロータリーは一つの教条で割り切るべきもので
はなく、簡潔な言葉に凝縮された理念の本質を生
きた情報として伝えるには、自らの実践を通じて
会得するしかないと示唆しているかのようです。
当時から、百年以上が経過し会員数が二百倍の規
模に成長した今日でも当てはまることではないで
しょうか。　
　茶道家で元ＲＩ理事の千玄室ＰＤＧは、情報の伝
達について「ロータリー情報マニュアル」（２０１０
年版）の中で以下のように述べています。「中国　趙
の思想家、荀子は「口耳四寸之学」を唱え、耳か
ら聞いたことを点検もせず、消化もせずに、その
まま人に口伝するような、いわゆる、チョイ聞
き、マタ聞き、聞きカジリというような浅薄な態
度を戒めています。ロータリアンもこのことを充
分に心がけ、本来のロータリアンの姿を会得して
いただければ幸いと存じます。」
　情報伝達量がサイバー空間で飛躍的に拡大し、
これからも益々ビッグデータに溢れる情報社会の
中で、真実を見極めることは新たに突き付けられ
た課題です。情報パンデミックの時代に、ポール・
ハリスの言葉や「口耳四寸之学」の意味を、自戒
の念を込めてかみしめたいものです。
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会長挨拶 川　畑　宏　二

① ロータリーソング（手に手つないで）　　② 会長あいさつ

③ 会 務 報 告　　④ 出 席 報 告　　⑤ ニコニコBOX披露

本日の主要
プログラム

「時短協力金６万円（４万円）」の考察
萩　原　　徹 会員



〈プログラム〉
　クラブフォーラム（歴史と伝統）
　　中馬　輝彦　会員

〈オープンゲスト〉
　㈲宮内赤石鉱業所　
　　代表取締役社長　宮内　尚起　様

〈会務報告〉
１．前回の例会時に皆様に配布したガバナー月信２月
　　号の記事について
・当クラブの会員数に関する記事の誤記があること
を報告しましたが、月信のデータ版で誤記が修正
されています。

　・ゆうかり学園に対する奉仕プロジェクトの記事
が、ガバナー月信に掲載されています。

２．２０２１－２２年度版『ロータリー手帳』の予約受付の
　　ご案内です。
　　購入ご希望の方は、２月２４日（水）までに当クラブ事
　　務局までお申込みください。５月下旬に出来上が
　　り、６月にお渡しできる予定です。

３．例会終了後、定例理事会を開催いたします。

　岩元基さんのご逝去はとても残念で淋しい限りで
す。半世紀にわたりご厚情をいただき感謝申し上げ、
心からご冥福をお祈りします。

　今週よりＺｏｏｍからリアル例会に変わり出席しまし
た。「ロータリーの友２月号」俳壇に「城山に　入江一
望　冬夕焼」が採用されました。目の前に見える様に
詠めたと自画自賛しながらニコニコ・・・

　先週年賀はがきの当選をチェックしてましたら１００
万分の１の確率の賞に当りました。人生２度目の年賀
はがき１等でした。但し、会社に届いたものなので私
に所有権はありませんが少しロータリーに寄付のつもり
でニコニコします。悲喜交交の人生を楽しんでいます。
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長  柄　英  男 君

　  島　信  一 君前回の例会記録 （ 2月10日分）

古  木　圭  介 君

原  　　正  親 君

藤  安　秀  一 君

小計 19,000 円　 累計 341,000 円
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■前回の例会（2月10日）の報告

次 回
予 告

2月24日（水）１2：３０～山形屋

ゲスト卓話
鹿児島大学　農学部　生分子機能学研究室
講師　加治屋　勝子 様

　岩元基名誉会員の訃報を知ってびっくりしました。
ご冥福をお祈り申し上げます。

　川畑宏二会長、誕生日おめでとうございます。
週報と卓話の資料の配信はＺｏｏｍ参加者にとって必須
のアイテムです。ご配慮に感謝いたします。

　　　　
①　岩元基名誉会員のご逝去を悼み心からご冥福をお
祈りいたします。ご存命中は多くの優しい声掛け
を頂きました。感謝申し上げます。

②　今日は所用により欠席しておりますが、プロバス
クラブ例会の案内をさせて頂きます。来週１８日
（木）、１２時半から山形屋ぐるめ館にて会費１５００円
で開催します。南日本新聞社の女性記者も参加し
て「高齢者より若者達への提言」と題しまして開
催されますのでお知らせします。

①　宮内尚紀さん、４３時間前の突然の声掛けにもかか
わらず、オブザーバーご出席ありがとうございま
す。感激してニコニコします。

②　小山光義先輩、本日は貴重な機会のお声掛けに感
謝申し上げます。昨日、還暦になられたとのこ
と、見えませんがニコニコします‼

　高校時代、一度も背番号をもらえなかった長男が大
学でも野球を続ける事を表明しました。彼の決断を評
価し、うれしくてニコニコします。

ふゆ　ゆ やけ

濵  嵜　和  久 君

中  馬　輝  彦 君

山之氏　秀  行 君


